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改正建築物省エネ法について

出展：国土交通省



戸建住宅の評価方法

出展：国土交通省



モデル住宅法の特徴

• 「届出義務制度」、「説明義務制度」等に使用可能

• 戸建住宅の木造、RC 造、S 造等に使用可能（気候風土適応住宅、混構造は対象外）

• 手計算で外皮性能と一次エネ性能の適否が判断できる簡単な方法

• 各部位の性能値だけを用いて判定

• 設備に関しての適合可否は、ポイントで判断
（外皮に関しては、外皮平均熱貫流率ＵＡ値、冷房期の平均日射熱取得率ηACで判断）



外皮の評価結果例
•建設地： 「６地域」
•構法： 「木造軸組構法」
•床面積の合計：「120.08 ㎡」

出展：住宅省エネルギー技術講習テキスト「基準・評価方法編」



モデル住宅法の簡易計算シート
※簡易計算シートのダウンロードページ



モデル住宅法の簡易計算シート（外皮性能）

出展：日本サステナブル協会



モデル住宅法の簡易計算シート（一次エネルギー消費性能）

出展：日本サステナブル協会



一般部位の熱貫流率
① 部位別熱貫流率表やカタログ等から調べる方法
断熱建材協議会

➁ 部位の熱伝導率より計算する方法
一般社団法人 木を活かす建築推進協議会 発行
「住宅省エネルギー技術講習テキスト 基準・評価方法編」

③ 上記①、➁によらない方法(固定値)



開口部の熱貫流率・垂直面日射熱取得率
① 熱貫流率表から求める(断熱建材協議会)

➁ 技術情報に掲載の表から、垂直面日射熱取得率を求める
https://www.kenken.go.jp/becc/documents/house/3-4_210401_v12.pdf

③ ポータルサイトから求める
(一般社団法人 住宅性能評価・表示協会)



標準計算法との比較



簡易計算シートの選択
• 外皮性能シート

• 一次エネルギー消費性能シート

※計算モデル（HOUSE-省エネ）



計算結果の比較
標準計算法 標準計算法

（開口面積修正）
モデル住宅法 外皮性能基準値

（6地域）
外皮平均熱伝達率
UA[W/(㎡・K)]

0.54 ○ 0.61 ○ 0.6 ○ 0.87

冷房期の平均日射熱取得率
ηAC[-]

2.2 ○ 3.3 × 2.7 ○ 2.8

※開口面積が大きくなるにつれて、標準計算法の計算値が、モデル住宅法の値に近づく傾向にある。
（標準計算法は面積を考慮するが、モデル住宅法は面積を考慮しないため）

開口面積の変更（標準計算法） 29.94㎡ → 51.5㎡



最後までご視聴ありがとうございました。

@archi_pivot

(建築ピボット公式チャンネル)

https://twitter.com/archi_pivot
https://www.facebook.com/archi.pivot
https://www.youtube.com/channel/UCxCyGfqORleGQWwNnnS4sZA

